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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 様々な視点からアクセスネットワークの効率的な運用の重要性を述べた後に、アクセスネットワー
クの主要３事業に対する課題を明示し、その解決方法について述べている。設備投資においては、ス
キームを提案するに留まらずに、法的側面やリスクコントロールの面からの実現性を議論し、その上
で妥当なパラメータを設定してシミュレーションを行っている。シミュレーションにおいて、収益発
生確率のみを対象として評価している点は残念であるが、証券化に対する一つの指針を与えていると
いえる。また、設備選定や開通後の QoS制御に対しては、課題を明確にし、その課題を解決すること
の影響を確認した上で、解決のためのアルゴリズムを提案している。提案しているアルゴリズム自体
は単純ではあるが、実データから算定したパラメータを用いて丁寧にその効果を検証しており、今後
のアクセスネットワークの運用に大いに貢献する成果といえる。以上により、博士（社会工学）の水
準に達している成果を得ていると判断する。 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
